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学
校
や
保
育
園
等
の
感
染
対
策
の
徹
底
を

全
国
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
爆
発
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
知
多
半
島
に
お
い
て
も
学
校
・

学
級
、
保
育
園
の
閉
鎖
が
続
い
て
い
ま
す
。
南
知
多
町
の
ま
ん
延
防
止
の
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
か

ら
の
学
校
で
の
感
染
は
、
２
月
８
日
現
在
で
、
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
小
中
学
校
で
13
人
、
職

員
１
人
で
、
学
級
閉
鎖
も
出
て
い
ま
す
。
今
後
、
行
政
に
よ
る
学
校
や
保
育
園
で
の
感
染
防
止
措

置
の
徹
底
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園
休
園
時
の
代
替
保
育
が
利
用
者
負
担
な
し
に
、
小
学
校
休
業
等
支
援
金
も
事
業

者
の
確
認
を
経
ず
に
保
護
者
が
申
請
で
き
る
方
向
に
改
善
さ
れ
ま
す
。
（
２
／
８
国
会
答
弁
）

発行

<川柳コーナー>

日
本
維
新
の
会
は
、
格
差
と
貧
困
を
広
げ
る
新
自
由
主
義
を
推

進
し
、
世
界
の
流
れ
に
逆
行
す
る
原
発
の
再
稼
働
を
政
府
に
迫
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
は
不
可
欠
」

と
言
い
、
改
憲
を
迫
り
、
自
民
大
応
援
隊
と
化
し
て
い
ま
す
。

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
期
限
切
れ

子
ど
も
た
ち
・
教
職
員
の
検
査
さ
れ
ず

師崎小学校

太
陽
光
発
電
第
２
回
説
明
会

２
月
13
日
（
日
）
18
時
～

第
２
回
説
明
会
が
、
業
者
の
コ
ロ
ナ
感
染

で
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
月

13
日

（
日
）
18
時
～

総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
の
崩
さ
れ
た
山
々
、
伐
採
さ
れ
た
木
々
、

残
さ
れ
た
電
柱
等
は
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た

無
断
伐
採
さ
れ
た
被
害
者
の
怒
り
や
疑
問
は

住
民
説
明
会
な
く
し
て
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
。

町
は
今
、
と
り
あ
え
ず
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
見
直

し
の
た
め
、
町
民
等
か
ら
出
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
後
は

条
例
制
定
に
向
け
て
さ
ら
な
る
検
討
を
始
め

よ
う
と
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
説
明
会
の
内

容
が
、
優
れ
た
条
例
制
定
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

積
極
的
な
参
加
で
、
業
者
に
町
民
の
声
を

届
け
、
町
の
自
然

を
守
り
、
安
全
な

暮
ら
し
を
取
り
戻

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
説
明
会
が
再

度
延
期
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

億
円
の
予
算
で
、
次
の
条
件
の
世
帯
に
交
付

さ
れ
ま
す
。
今
後
、
南
知
多
町
か
ら
次
の
条

件
で
具
体
的
に
広
報
さ
れ
ま
す
。
「
家
計
の

急
変
家
庭
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
が

必
要
で
す
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

南知多町は国基準で３級地の基
準で評価されます。当てはまる世
帯は、本人世帯からの申請が必要
となります。

原
発
に
改
憲
で
自
民
応
援
維
新
の
会

感
染
者
が
出
て
学
級
閉
鎖
で
も
、
学
校

で
は
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
、
給
食
で
前

を
見
て
黙
食
を
し
て
い
る
こ
と
で
。
関
係

者
以
外
、
子
ど
も
教
職
員
も
検
査
を
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
学
校
や
保
育
園

等
で
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
り
ま
す
。

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
は
50
セ
ッ
ト
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
昨

年
末
で
期
限
切
れ
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

新
し
い
学
級
閉
鎖
の
基
準
が
文
科
省
か

ら
、
２
月
２
日
付
け
通
知
で
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
学
校
へ
検
査
キ
ッ
ト

が
配
ら
れ
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

１
人
で
も
感
染
者
が
出
た
ら
、
積
極
的

に
そ
の
学
級
・
学

校
で
子
ど
も
た
ち

や
教
職
員
の
検
査

を
し
て
早
期
に
感

染
を
防
ぐ
対
策
が

必
要
で
あ
る
こ
と

を
繰
り
返
し
て
要

請
し
ま
し
た
。

小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
の
周
知
を

コ
ロ
ナ
感
染
で
子
ど
も
た
ち
が
休
め
ば
、

保
護
者
も
休
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
検
査
と
合
わ
せ
て
、
保
護
者
が
安
心

し
て
休
め
る
「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
」

の
活
用
の
周
知
が
南
知
多
町
と
し
て
も
必
要

で
す
。
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
次

の
よ
う
に
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

18
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
10
万
円
応

援
と
は
別
に
、
非
課
税
世
帯
へ
の
臨
時
給
付

金
も
12
月
議
会
で
可
決
し
て
い
ま
す
。
約
３

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
臨
時
特
別
給
付

１
世
帯
で
10
万
円
給
付

２０２２．.１.２２内海道根道入地区

労
働
者
の
方
へ

本
助
成
金
の
申
請
者
は
事
業
主
で
す
。
ま

ず
は
、
事
業
主
に
有
給
の
休
暇
の
取
得
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
方
へ

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
助
成
金
を

活
用
し
て
有
給
の
休
暇
制
度
を
設
け
て
い
た

だ
き
、
年
休
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
が
希
望

に
応
じ
て
休
暇
を
取
得
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１

令
和
３
年

12
月

10
日
に
お
い
て
世
帯
全

員
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
り
が

非
課
税
で
あ
る
場
合
、
世
帯
に
プ
ッ
シ
ュ
式

で
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

２

１
の
ほ
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
１
と
同

じ
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
（
家
計
急
変
世
帯
）
で
す
。
令
和
３

年
１
月
か
ら
令
和
４
年
９
月
ま
で
の
任
意
の

１
ヶ
月
の
収
入
を
基
準
に
12
ヶ
月
分
収
入
と

し
て
、
決
め
ら
れ
た
基
準
に
よ
っ
て
10
万
円

支
給
世
帯
と
し
て
判
断
さ
れ
ま
す
。

単身または
扶養親族

非課税相当限度
額（収入額ベース）

非課税限度額
（所得額ベース）

いない ９３．０万円 ３８．０万円

１名 １３７．８万円 ８２．８万円

２名 １６８．０万円 １１０．８万円

３名 ２０９．７万円 １３８．８万円

４名 ２４９．７万円 １６６．８万円

障がい者、寡
婦、ひとり親、
未成年の場合

２０４．４万円 １３５．０万円


